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実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
新たな観光拠点創生にともなう地域交通の再生協議会

【実施主体】京都京阪バス株式会社
【共創パートナー】宇治市（自治体）

公益社団法人宇治市観光協会（観光）
宇治商工会議所（連合会）

小倉地区と宇治中枢拠点を路線バスで結び、地域住民の移動
手段を確保する。また、観光需要を取り込むことで運行継続を
図る。
今回の実証運行により、小倉地区の新たな観光によるまちの

活性化の効果を市全体に波及させるため、行政・観光協会・商
工会議所や関係事業者が一体となって周遊ルートの造成・情報
発信・イベントなどを実施する。

各エリアの観光拠点や商業施設が連携した周遊ルートの造
成・情報発信・イベントなどを実施して、観光客・地域住民の
移動の利便性を確保することにより、公共交通の利用を促進し、
持続的な運行を目指す。

小倉地区から宇治中枢地区の間では、かつて民間路線バスや
乗合タクシーが運行されていたが、利用者数の減少により休止
されており、地域住民の移動手段の確保が課題となっている。
一方、令和6年度に「ニンテンドーミュージアム」の開設が予定
されており、宇治中枢拠点との周遊性の確保が求められている。

新たな観光拠点創生にともなう地域交通の再生事業（京都府宇治市）

観光×交通
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